基礎演習Ⅱ
（Basic Seminar Related to Social Welfare and Social Work Ⅱ）
	担当教員名　塚本利幸　

	科目区分　専門　必修
	対象学年　２　　
	開講期　通年
	単位数　２　　

	オフィスアワー
	火曜３限（Ｎ５５３）

	メールアドレス
	tukamoto@fpu.ac.jp

	授業概要

（3行程度）
	ジェンダー問題に関する資料を読んだりビデオを観たりして、討論をおこなう。資料の検索、選定に関しても全員で検討して決定する。報告者を決め、レジュメを用意して発表してもらい、その内容をもとにして全員で討論をおこなう。

	授業目標

（4行程度)
	ゼミ形式でおこなわれる授業なので、講義とは異なり、学生が主体的に発言することが必要になる。1)自分で調べてきたことや意見、考え方などをメンバーに対して適切にプレゼンテーションする能力、2)他人の発表を受けて切に討論（ディベート）をおこなう能力の２つを身につけることが目標。

	授業計画・内容

	1． イントロダクションと案内（１－２回）

2． ジェンダー概念や性別役割規範に関する整理（３－５回：講義形式）

3． 文献・資料を探す（６－７回）

4． レジュメの作り方、プレゼンテーションとディスカッションの仕方（８回）

5． プレゼンテーションとディスカッション（９－15回）

6． ビデオの選定（16－17回）

7． ビデオにもとづくディスカッション（18－27回）

8． ジェンダー問題に関する発表と討論（28－30回）

１．まず、ジェンダー概念や性別役割規範に関して確信・整理をおこなう。従って、最初の１、２回は講義形式の授業になる。

２．次に、ジェンダー問題に関する文献や資料を読んでいく。毎回、担当者を決めレジュメを用意し、内容をまとめて発表してもらい、それを受けて全員でディスカッションをおこなう。
３．次の段階では、各人に関心のあるテーマについて自由に発表をしてもらい、それを受けてディスカッションする。場合によってはディベートもおこなってみたい。

４．ビデオを観て、ジェンダーの視点から検討する。

	キーワード
	ジェンダー、性別役割規範、発表、報告、討論

	教科書
	なし


	参考書
	「ジェンダー学を学ぶ人のために」、日本ジェンダー学会編、世界思想社



	評価方法

・評価基準
	参加態度、発表・討論の内容、レポートなどにより総合的に評価する。


	関連科目
	なし

	履修要件
	なし


	その他


	どの段階でもディスカッションが重要になるので積極的な発言を期待します。



